
  

  

  

    

  
    

 

転倒ます 

受水口 

溜まった雨水は、下の

穴
あな

から流れ出します。

 

 

 

 

 

 

雨※の量（降水量
こうすいりょう

）は「転倒
てんとう

ます型
がた

雨量計
うりょうけい

」

という気象
きしょう

測器
そ っ き

で観測
かんそく

しています。 

 

※雪が降った場合は、雪を雨量計
うりょうけい

のヒーターで 

とかして降水量
こうすいりょう

として観測
かんそく

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「決まった量の重さ」というのは 0.5 ミリ相当の雨水の重さで、１回転倒すると 0.5 ミ

リの雨を観測
かんそく

したことになります。たとえば、１時間に 10 ミリの雨が降った場合、転倒
てんとう

ま

すは左右それぞれ 10 回ずつ、計 20 回転倒
てんとう

したことになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

雨の量をはかる 

  

降 っ て き た 雨 は 受
じゅ

水口
すいぐち

で 集 め ら れ 、

雨量計
うりょうけい

の中の転倒
てんとう

ますにたまります。転倒
てんとう

ますは、雨水が決まった量の重さになると

転倒
てんとう

するしくみになっています。転倒
てんとう

ます

は左右に２つあり、シーソーのように、「雨

水がたまっては倒
たお

れ、たまっては倒
たお

れ」を

交互
こ う ご

に繰
く

りかえします。 

 

  

雨が降る前。 雨がますにたまる。 一杯になって転倒

すると 0.5 ミリ。

もう一方のますに

雨がたまる。 

もう一方のますも

一杯になって転倒

すると 1.0 ミリ。


